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や
実
施
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

エ
ゾ
シ
カ
協
会
で
は
、
シ
カ
な
ど
の
野

生
動
物
の
生
息
状
況
や
社
会
的
制
約
、
地

理
的
状
況
な
ど
を
考
慮
し
た
地
域
主
体
の

野
生
動
物
管
理
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
、
知
識
と
技
術
の
両
方
を
備

え
た
人
材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
を
始
め

た
。「
野
生
動
物
の
管
理
さ
れ
た
捕
獲
」

を
掲
げ
、
14
年
に
民
間
認
証
「
シ
カ
捕
獲

認
証
（
以
下
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）」
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
酪
農
学
園
大
学

の
赤
坂
猛
史
教
授
に
よ
る
講
演
を
皮
切
り

に
、
基
調
講
演
で
は
英
国
か
ら
招
い
た
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
国
有
林
の
野
生
動
物
管
理
官

で
あ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
博

士
が
講
師
を
務
め
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
１
９
１
０
年
代

か
ら
木
材
資
源
の
獲
得
の
た
め
に
国
有
林

を
増
や
し
て
き
た
。
そ
の
国
有
林
で
は
時

代
と
と
も
に
野
生
動
物
へ
の
対
応
が
変
化

し
て
い
る
。
50
年
代
に
は
、
増
え
す
ぎ
た

ウ
サ
ギ
の
駆
除
を
目
的
に
管
理
者
を
雇
い

入
れ
た
。
60
年
代
に
は
、
野
生
動
物
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
シ
カ
に
よ
る
環
境
影
響
を

抑
え
る
た
め
に
個
体
数
を
減
ら
す
捕
獲
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
天
然

資
源
と
し
て
一
定
数
を
保
護
し
て
き
た
。

70
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
は
、
野
生

動
物
管
理
者
の
人
材
教
育
体
制
が
確
立
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
95
年
、
英
国
と
し
て
、

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
野
生
動
物

管
理
者
の
認
証
制
度
（
以
下
、
Ｄ
Ｓ
Ｃ
）

が
ス
タ
ー
ト
し
、
四
つ
の
基
本
原
則
（
合

法
性
・
安
全
性
・
人
道
性
・
食
肉
衛
生
）

が
設
け
ら
れ
た
。
国
有
林
の
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
役
割
は
、
森
林
資
源
と
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
シ
カ
の
個
体
数
の
管
理
の
ほ
か
、
シ

カ
の
生
息
地
と
植
林
地
の
保
護
、
生
態
系

や
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
市
民

の
野
生
動
物
の
捕
獲
に
対
す
る
理
解
を
得

る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
博
士
は
自

身
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
国
有
林
の
役
割
は
、
そ

の
時
代
の
経
済
や
環
境
、
社
会
情
勢
に
よ

っ
て
変
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、
今
後
も
時

代
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
」

森
林
総
合
研
究
所
の
松
浦
友
紀
子
氏
か

ら
は
、
現
在
ま
で
に
Ｄ
Ｃ
Ｃ
レ
ベ
ル
１
取

得
者
79
人
、
レ
ベ
ル
２
取
得
者
１
人
で
あ

り
、
20
～
30
代
で
半
数
を
占
め
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
は
英
国
の

Ｄ
Ｓ
Ｃ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
、
協

会
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
の
主
な
取
得
者
は

猟
友
会
や
業
者
に
捕
獲
を
委
託
す
る
市
町

村
行
政
担
当
者
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
各
講
演
後
は
、
講
演
者
た
ち
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
、
会
場
か
ら
も
多
く
の
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
た
。
参
加
者
に
は
20
～
30
代
の
世

代
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
主
催
者
や
講

演
者
か
ら
も
今
後
に
期
待
す
る
声
が
聞
か

れ
た
。�

（
平
井
ゆ
か
）

（
一
社
）
エ
ゾ
シ
カ
協
会
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
２
０
１
７
年
12
月
９
日
、
札
幌

市
内
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
を
中
心
に
全

国
か
ら
１
０
５
人
が
出
席
し
た
。
エ
ゾ
シ

カ
協
会
に
よ
る
民
間
認
証
「
シ
カ
捕
獲
認

証
」
の
取
得
者
を
含
め
、
行
政
や
大
学
関

係
者
、
猟
友
会
員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
が
集
い
、
シ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
野
生

動
物
の
管
理
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
か
を
議
論
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
趣
旨
を

補
足
す
る
と
、
農
産
物
の
獣
害
対
策
と
し

て
、
山
か
ら
下
り
て
く
る
害
獣
を
ブ
ロ
ッ

ク
し
た
り
駆
除
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
全
体
の
野
生
動
物
の
個
体
数
を

管
理
す
る
人
材
を
育
成
し
、
そ
の
人
材
が

活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

国
は
、
野
生
動
物
の
捕
獲
を
次
の
二
つ

に
分
類
し
て
い
る
。
主
に
猟
友
会
員
な
ど

が
許
可
を
受
け
て
行
な
う
「
狩
猟
に
よ
る

捕
獲
」
と
、
獣
害
対
策
の
た
め
の
捕
獲
や

個
体
数
調
整
の
「
許
可
捕
獲
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
る
。
許
可
は
都
道
府
県
知
事

が
行
な
う
が
、
許
可
を
受
け
た
だ
け
で
は

人
道
的
な
捕
獲
を
し
た
り
、
食
肉
と
し
て

有
効
利
用
を
し
た
り
す
る
た
め
の
知
識
や

技
術
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
国
全
体
で
は
個
体
数
半
減
が
目
標
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
事
情
が
異
な
る
地

域
ご
と
に
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
の
個
体
を
ど

う
捕
獲
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
計
画
立
案

▲

2017年12月9日
　（北海道札幌市） 藻谷浩介×松尾雅彦　対談

基調講演はイングランド国有林の野生動物管理官
であるクリスティン・ウェーバー博士が務めた。

シカ捕獲認証制度
シンポジウム

「森・鹿・人　管理の担い手づくり」


